
保 育 の 心 理 学
（選択式 20 問）

指示があるまで開かないこと

各問題の正答数は、問題文中に示される。

問題文中に示された正答数と異なる数を解答すると、不正解になる。

【注意事項】

解答用紙に「記入上の注意事項」が記載されているので併せて確認すること。

R6　後・地AP-6　保育の心理学

令和６年　保育士試験（後期）及び
国家戦略特別区域限定保育士試験問題

【例題１】

問 １　次のうち、○○に関する記述として、正しい

ものを１つ選びなさい。

１　………

２　………

３　………

４　………

５　………

正答が「２」である場合は、マークシートの「②」を

塗りつぶしていれば正解になる。

○ 問題番号 解　答　番　号 

問１ ①　●　③　④　⑤

問題文中に示された正答数と異なる数を塗りつぶすと

不正解になる。

×
問題番号 解　答　番　号 

問１ ①　●　●　④　⑤

【例題２】

問 ２　次のうち、○○に関する記述として、正しい

ものを３つ選びなさい。

１　………

２　………

３　………

４　………

５　………

正答が「２」「３」「５」である場合は、マークシート

の「②」「③」「⑤」を塗りつぶしていれば正解になる。

○ 問題番号 解　答　番　号 

問２ ①　●　●　④　●

問題文中に示された正答数と異なる数を塗りつぶすと

不正解になる。

×
問題番号 解　答　番　号 

問２ ①　②　●　④　⑤

×
問題番号 解　答　番　号 

問２ ①　②　●　④　●
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問１　次のうち、人の発達の捉え方に関する記述として、適切なものを○、不適切なものを×とした

場合の正しい組み合わせを１つ選びなさい。

Ａ　シュテルン（Stern, W.）は、遺伝と環境の２つの要因が寄り集まって、発達が現れると考えた。

Ｂ　発達段階とは、人の発達において、数字で表すことが難しい質的な変化について、いくつかの段

階と順序で捉える考え方である。

Ｃ　ハヴィガースト（Havighurst, R.J.）は、人の発達を８つの段階に分けて、それぞれの段階の発

達課題を設定した。

Ｄ　発達とは、時間の経過とともに、心身が変化することであり、人の発達は青年期までに完了する。

（組み合わせ）

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　○　○　×　×

２　○　×　○　×

３　○　×　×　○

４　×　○　×　×

５　×　×　○　○

問２　次のうち、乳幼児期の発達に関する記述として、適切なものを２つ選びなさい。

１　ブリッジス（Bridges, K.M.B.）によれば、１歳半頃に客体的意識が獲得されると、照れや共感が

みられるようになる。

２　乳児期に、同じ物をずっと見たり聞いたりしていると飽きて注意を向けなくなる現象を、脱馴化

という。

３　ファンツ（Fantz, R.L.）によれば、生後２～３か月の乳児は、単純な刺激と複雑な刺激を見せら

れると、単純な刺激を好んで注視する。

４　マズロー（Maslow, A.H.）の人間の欲求階層説によると、乳児期は食欲、睡眠欲などの生理的欲

求の充足を求める段階である。

５　ギブソン（Gibson, E.J.）とウォーク（Walk, R.D.）の視覚的断崖の装置は、乳児における奥行き

知覚の存在を確かめるものとして開発された。
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問３　次の文は、子どもの発達に関する記述である。Ａ～Ｄについて提唱した人物を【語群】から選

択した場合の正しい組み合わせを１つ選びなさい。

Ａ　学習を成立させるためには、当該の知識や技能に対応する神経系の成熟を待たなければならない。

Ｂ　向社会的な道徳判断は、自己志向的な考え方から、他者の視点を考慮した共感的な考え方を経

て、内面化された価値や規範に基づくものへと発達する。

Ｃ　ヒトは脳の巨大化と直立二足歩行という特徴から、未熟な状態で出産せざるを得なくなり、早産

が通常化した。

Ｄ　子どもが独力で可能な問題解決の発達水準と、大人に指導されたり自分より有能な仲間と協同し

たりして可能となる問題解決の発達水準との間には隔たりがある。

【語群】

ア　ゲゼル（Gesell, A.L.） イ　アドラー（Adler, A.）

ウ　バンデューラ（Bandura, A.） エ　アイゼンバーグ（Eisenberg, N.）

オ　ヴィゴツキー（Vygotsky, L.S.） カ　ポルトマン（Portmann, A.）

（組み合わせ）

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　ア　ウ　オ　イ

２　ア　エ　カ　イ

３　ア　エ　カ　オ

４　イ　ウ　カ　オ

５　イ　エ　オ　ウ
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問４　次の乳児と母親のやりとり場面の記述を読んで、【設問】に答えなさい。

生後９～ 10 か月頃になると、乳児の認識世界には大きな変化が現れる。乳児を抱いている母親が

「ワンワンだね」と犬を指し示すと、乳児は犬に視線を向ける。また、棚の上の玩具がほしい時に

「アーアー」と言いながら身振りで母親に伝えようとする。

【設問】

次の用語のうち、この記述に示されているものを○、示されていないものを×とした場合の正しい

組み合わせを１つ選びなさい。

Ａ　三項関係

Ｂ　共鳴動作

Ｃ　共同注意

Ｄ　情動調整

（組み合わせ）

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　○　○　○　×

２　○　○　×　×

３　○　×　○　×

４　×　○　×　○

５　×　×　○　○
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問５　次の文は、認知発達における情報処理に関する記述である。Ａ～Ｄに関する用語を【語群】か

ら選択した場合の正しい組み合わせを１つ選びなさい。

Ａ　情報の処理に時間を要するが、処理に誤りの少ないタイプ。

Ｂ　物事を順番に記憶する際に、最初と最後に記憶したものの再生率が高い。

Ｃ　記憶を思い出す時には、覚えていた内容が変化することがある。

Ｄ　記憶すべき対象の情報を保持するために、それを繰り返し唱えたり、再生したりすること。

【語群】

ア　熟慮型　　　　イ　場依存型　　　ウ　忘却曲線　　　　エ　系列位置効果

オ　記憶の保持　　カ　記憶の変容　　キ　シフティング　　ク　リハーサル

（組み合わせ）

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　ア　ウ　オ　キ

２　ア　エ　カ　ク

３　イ　ウ　カ　ク

４　イ　エ　オ　ク

５　イ　エ　カ　キ
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問６　次の子どもの数の認識に関する記述を読んで、【設問】に答えなさい。

数を数える時には、おはじきでも、クレヨンでも、数える対象がどんなものであっても、「いち、

にぃ、さん…」というように数詞をいつも同じ順序で唱える。数える対象のそれぞれを、１つ１つ指

でさして、それぞれの数詞を唱えることもみられる。例えば、一列に並んだ 13 個のおはじきを数え

るように促された幼児は、端から順番に数えあげて「全部で 13 あった」と言い、最後の数が全体の

数を表すことを覚えていくことで、数の概念が育っていく。また、おはじきを右から数えても、左か

ら数えても、数は一定であることを学んでいく。

【設問】

次の用語のうち、この記述に示されていないものを１つ選びなさい。

１　数の保存の原則

２　一対一対応の原則

３　基数の原則

４　安定した順序の原則

５　順序無関連の原則
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問７　次のうち、ピアジェ（Piaget, J.）の発生的認識論に関する記述として、適切なものを２つ選び

なさい。

１　具体的操作期に、子どもは、物や人を見たり触ったりする経験を繰り返す中で、その特徴を理解

していく。

２　前操作期になると、シンボルを用いて事象を表現することができるようになり、象徴遊びが可能

になる。

３　形式的操作期の最後の段階である６段階目になると、実際に自分自身がやってみなくても、結果

に関する予期をする洞察がみられる。

４　外界の対象に働きかける際に、その対象が自分にうまく合わないときに、自分をその対象に合わ

せて修正する働きを同化という。

５　自他が未分化なため、自分の視点や経験を中心にして、ものごとを捉えることを自己中心性という。

問８　次のＡ～Ｄは、社会性の発達に関する用語である。発達過程の中で出現する順に並べた場合の

正しい組み合わせを１つ選びなさい。

Ａ　延滞模倣

Ｂ　社会的参照

Ｃ　社会的表示ルール（social display rules）

Ｄ　社会的微笑

（組み合わせ）

１　Ｂ→Ａ→Ｄ→Ｃ

２　Ｂ→Ｄ→Ｃ→Ａ

３　Ｄ→Ａ→Ｂ→Ｃ

４　Ｄ→Ｂ→Ａ→Ｃ

５　Ｄ→Ｃ→Ｂ→Ａ
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問９　次の【事例】を読んで、【設問】に答えなさい。

【事例】

Ｐ保育士は、０歳児クラスの担当保育士である。

・Ｑちゃんの保護者Ｒさんが、「ある人から、（ａ）子どもが泣いたらすぐに抱っこしていると、その

子は親から離れることができなくなると聞いて不安になりました。本当でしょうか？」と心配そう

な表情でＰ保育士に質問した。また、保護者Ｒさんは、「昨日の夜、２歳になるＱの姉を一人で部

屋に残して、ティッシュを取りに行きました。Ｑの姉は私が戻るまで、泣かずにその場にいまし

た。（ｂ）私が目の前にいなくても、私のイメージを思い浮かべて、待つことができるようになっ

たということでしょうか？」とＰ保育士に質問した。

・Ｐ保育士は、保育を学ぶ実習生Ｓさんに養護面の大切さを伝えた。実習生Ｓさんの実習日誌には、

「（ｃ）保育の中で心地よさを感じながら育つと、子どもは、担当保育士に対する信頼を形成し、そ

れを基盤として、他の保育士への信頼も形成していく」と書かれていた。また、実習生Ｓさんは

「（ｄ）周囲の人に対する信頼感よりも不信感が強いと、パーソナリティに影響を与えると聞いたこ

とがあるのですが、それは本当ですか？」とＰ保育士に質問した。

【設問】

（ａ）～（ｄ）の下線部分が、エリクソン（Erikson, E.H.）による「基本的信頼」の形成の観点か

ら、適切なものを○、不適切なものを×とした場合の正しい組み合わせを１つ選びなさい。

（組み合わせ）

ａ　ｂ　ｃ　ｄ

１　○　○　○　○

２　○　×　×　○

３　×　○　○　○

４　×　○　×　×

５　×　×　○　×
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問 10　次のうち、学童期から青年期の発達に関する記述として、適切なものを２つ選びなさい。

１　学童期後期では自己評価のための社会的比較がまだできないため、正確な自己評価ができず、肯

定的に偏ってしまう。

２　青年期では養育者などの周囲の大人や社会に対して従順な姿勢を示し、世の中の価値観を疑うこ

となく内在化し始めるようになるため、心理的に安定する。

３　近年、第二次性徴の時期が早まっており、新しい世代になればなるほど、身体的な発達が促進さ

れるような現象を発達加速現象という。

４　サリヴァン（Sullivan, H.S.）によれば、同性の仲間と親密な関係性を築き、互いの類似性や共通

点を確かめ合う集団をチャムグループという。

５　青年期において、大人としての社会的役割や責任が一時的に猶予されることを、エイジング・パ

ラドックスという。

問 11　次のうち、高齢期の発達に関する記述として、適切なものを○、不適切なものを×とした場

合の正しい組み合わせを１つ選びなさい。

Ａ　高齢期になると、感覚機能や奥行き知覚、運動能力など様々な側面における変化が見られ、視覚

の老化は五感のうち最も早く顕著に現れる。

Ｂ　高齢者が高齢期に生じる生理的・精神的・社会的な変化に適応して、幸せで心理的に安定した生

活を送ることができることを、サクセスフル・エイジングという。

Ｃ　厚生労働省の区分では、高齢者を前期（65 ～ 74 歳）と後期（75 歳以上）に分けており、一般的

に前期は、労働や子育てなどの社会的責任から解放されて新しいライフスタイルをもつ時期である

と考えられる。

（組み合わせ）

Ａ　Ｂ　Ｃ

１　○　○　○

２　○　×　○

３　○　×　×

４　×　○　×

５　×　×　×
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問 12　次の文は、アタッチメント（愛着）に関する記述である。（　Ａ　）～（　Ｄ　）にあてはま

る用語を【語群】から選択した場合の正しい組み合わせを１つ選びなさい。

（　Ａ　）はアタッチメントの個人差を測定する手続きとして、（　Ｂ　）を開発した。これは、子

どもが初めて訪れる部屋に親子を案内し、親と分離させたり、見知らぬ人と対面させたり、親と再会

させたりすることによって、子どもの反応を組織的に観察するというものである。親との分離に際

し、泣くなどの混乱を示すことがほとんどない子どものアタッチメント・スタイルは（　Ｃ　）、親

との分離に際し、非常に強い不安や混乱を示し、親との再会時には、親に強く身体接触を求めるが、

その一方で親に対して強い怒りを示す子どものアタッチメント・スタイルは（　Ｄ　）と呼ばれている。

【語群】

ア　SST（ソーシャル・スキル・トレーニング） イ　Ａタイプ（回避型）

ウ　ボウルビィ（Bowlby, J.） エ　Ｂタイプ（安定型）

オ　SSP（ストレンジ・シチュエーション法） カ　Ｃタイプ（アンビバレント型）

キ　エインズワース（Ainsworth, M.D.S.） ク　Ｄタイプ（無秩序・無方向型）

（組み合わせ）

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　ウ　ア　エ　カ

２　ウ　オ　イ　ク

３　キ　ア　エ　ク

４　キ　オ　イ　カ

５　キ　オ　エ　ク
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問 13　次のうち、親になることに関する記述として、適切なものを２つ選びなさい。

１　1990 年代に日本で行われた、幼児期までの子どもをもつ親を対象とした「親となることの発達」

に関する研究では、子育ての経験は柔軟性、自己抑制、視野の広がり、自己の強さ、生き甲斐など

親自身の人格発達を促すこと、このような発達は父親よりも母親で顕著であることが示された。

２　親準備性は、自らが妊娠や出産を経験することによって初めて獲得される。

３　一般に、有職の母親は専業主婦の母親よりも育児不安が強いと言われる。

４　子どもが青年期になると、親は子どもの自立を援助することが課題となるが、子どもの自立に

よって空虚感や役割の喪失を感じる「カサンドラ症候群」に陥る場合もある。

５　親としての育ちには、アイデンティティの再体制化が必要となる。

問 14　次のうち、子育てを取り巻く社会的状況に関する記述として、適切なものを○、不適切なも

のを×とした場合の正しい組み合わせを１つ選びなさい。

Ａ　晩婚化や晩産化などを背景に、育児期にある者が親の介護も同時に引き受けることがある。これ

を育児と介護のダブルケアという。

Ｂ　「令和３年社会生活基本調査」によれば、子どもがいる世帯のうち６歳未満の子どもがいる世帯

において、妻の家事時間は増加傾向、育児時間は減少傾向で推移している。

Ｃ　虐待を生じさせるリスク要因には、保護者側の要因や養育環境の要因が挙げられるが、子ども側

の要因は含まれない。

Ｄ　「令和４年版男女共同参画白書」によれば、2020（令和２）年には婚姻の約４件に１件が再婚と

なっている。

（組み合わせ）

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　○　○　○　○

２　○　○　○　×

３　○　×　×　○

４　×　○　×　○

５　×　×　×　×
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問 15　次のうち、「第 16 回出生動向基本調査（結婚と出産に関する全国調査）」（2023 年８月　国立

社会保障・人口問題研究所）における、結婚と出産に関する意識についての記述として、適切なも

のを○、不適切なものを×とした場合の正しい組み合わせを１つ選びなさい。

Ａ　25 ～ 34 歳の未婚者の「独身でいる理由」としては、男性・女性ともに「適当な相手にまだめぐ

り会わないから」よりも「独身の自由さや気楽さを失いたくないから」のほうが多い。

Ｂ　18 ～ 34 歳の未婚女性の「理想ライフコース」としては、結婚し子どもを持つが、結婚あるいは

出産の機会にいったん退職し、子育て後に再び仕事を持つ「再就職コース」が最も多く、結婚し、

子どもを持つが、仕事も続ける「両立コース」が次いで多い。

Ｃ　予定子ども数が理想子ども数を下回る初婚同士の夫婦において、「夫婦が理想の数の子どもを持

たない理由」としては、「自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから」よりも「子育てや教育に

お金がかかりすぎるから」のほうが多い。

（組み合わせ）

Ａ　Ｂ　Ｃ

１　○　○　○

２　○　○　×

３　○　×　×

４　×　○　○

５　×　×　○
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問 16　次のうち、ドメスティック・バイオレンスに関する記述として、適切なものを○、不適切な

ものを×とした場合の正しい組み合わせを１つ選びなさい。

Ａ　ドメスティック・バイオレンスには、身体的なものだけでなく、精神的なものや性的なものも含

まれる。

Ｂ　子どもの前で行われるドメスティック・バイオレンスは、児童虐待には当たらない。

Ｃ　「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」において、「配偶者」には婚姻の届

出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者が含まれる。

Ｄ　「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」において、「被害者」は女性に限定

されている。

（組み合わせ）

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　○　○　○　×

２　○　×　○　×

３　○　×　×　×

４　×　○　○　○

５　×　○　×　○

問 17　次の文は、初期経験が発達に及ぼす影響に関する記述である。（ａ）～（ｄ）の下線部分が適

切なものを○、不適切なものを×とした場合の正しい組み合わせを１つ選びなさい。

動物行動学を確立した（ａ）ハーロウ（Harlow, H.F.）は、ハイイロガンなどの鳥類のひなは、孵

化してから最初に見たもの（音を出して動くもの）の後をついて回るという現象を発見した。この現

象は（ｂ）インプリンティングと呼ばれている。このような現象は、孵化後の一定の時期を逃すと起

こらないこと、（ｃ）一度獲得されると後から修正できないことから、この時期は（ｄ）敏感期と呼

ばれている。しかし、ヒトの場合には厳密な意味でのこのような時期は存在しないと言われている。

（組み合わせ）

ａ　ｂ　ｃ　ｄ

１　○　○　○　×

２　○　○　×　×

３　○　×　○　○

４　×　○　○　×

５　×　×　×　○
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問 18　次のうち、自閉スペクトラム症に関する記述として、適切なものを○、不適切なものを×と

した場合の正しい組み合わせを１つ選びなさい。

Ａ　話し言葉の発達の遅れや、相手の言ったことをそのまま繰り返す、状況にそぐわない言葉を使用

するなど特徴的な言葉の使用がみられることがある。

Ｂ　原因として、母子関係のあり方で生じるという考えが主流だった時期もあったが、現在では、育

て方によるものではないと考えられている。

Ｃ　社会的コミュニケーションの障害の症状としては、他者の気持ちを理解することが苦手であり、

うまく対人関係を築くことが難しく、一人でいることが多い。

Ｄ　興味や行動の限定の症状として、特定の物事に強い興味をもち、強いこだわりを示したり、特定

の行動を繰り返したり、特定の領域に関する膨大な知識をもったりするなどの特徴があげられる。

（組み合わせ）

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　○　○　○　○

２　○　×　○　×

３　×　○　×　○

４　×　○　×　×

５　×　×　○　○
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問 19　次の文は、子どもの行動観察法に関する記述である。Ａ～Ｄに関する用語を【語群】から選

択した場合の正しい組み合わせを１つ選びなさい。

Ａ　印象に残ったこと、気になったことなど、行動の偶発的発生を観察する方法

Ｂ　行動の流れを時間間隔で分け、特定の行動の有無や、頻度を観察する方法

Ｃ　観察した行動の程度や印象を数値的に評価する方法

Ｄ　ある特定の事柄や行動がどのように生起したのか、どのようなプロセスを経たのかを観察する方法

【語群】

ア　日誌法　　　　イ　逸話記録法　　　ウ　時間見本法　　エ　場面見本法

オ　評定尺度法　　カ　非参加観察法　　キ　実験観察法　　ク　事象見本法

（組み合わせ）

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　ア　ウ　カ　キ

２　ア　エ　オ　ク

３　イ　ウ　オ　ク

４　イ　ウ　カ　ク

５　イ　エ　カ　キ

問 20　次のうち、「新版Ｋ式発達検査 2020」に関する記述として、適切なものを○、不適切なものを

×とした場合の正しい組み合わせを１つ選びなさい。

Ａ　対象年齢は、３歳から成人である。

Ｂ　年齢にかかわらず課題の実施順序が定められている。

Ｃ　対象者が課題のやり方を言葉で理解できないと、検査の実施が難しい。

Ｄ　「姿勢・運動」「認知・適応」「言語・社会」の３領域で構成されている。

（組み合わせ）

Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　○　○　×　×

２　○　×　○　×

３　×　○　×　○

４　×　×　○　×

５　×　×　×　○


